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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日、八戸短期大学看護学生5名実習実施。
・Ｈ27年度第1回院内研修について
日時:6/16(火)　6/17(水)　17:30～18:30　場所:メンタル病棟4階　メモリアルホール
テーマ:｢今後の精神科医療サービスの在り方と方向性｣　講師:佐々木AOM・菅原AOM

・6/12（金）6/13（土）の職員1泊旅行について

マイカー通勤している職員は、旅行当日は奥の方から駐車し、必要時に車の移動をする場合があるため、車の鍵を南山苑事務室へ設置のBOXに預けること。その際、荷札に氏名・車のナンバーを忘れず記載すること。
・大久保康弘様の退院支援検討会について

日時：6/11（木）16：00～　場所：旧デイケア室
＜利用者様情報＞

・青木　紀子様　～昨日17時頃本人より電話連絡あり。デイケアから帰宅した後に腹部に激痛が走り、トイレに行ったところ、生理がきたとのこと。「良かったです」「ご迷惑をお掛けしました」と口調明るく報告している。本日来所時に同様の報告をしており、腹痛が辛いとのことだが、落ち着いてプログラムに参加して過ごしている。

・小坂　君子　様～特定スタッフに対し「お話いいですか？」と話しており、面談を実施。複数のスタッフ名を出し、「喧嘩してるって入ってきたんです」「赤ん坊を落としたって悪い噂を聞きました。そんな事はないと思ったので本人に気にしないように伝えました」と話している。本人の訴えを傾聴し、事実ではない事を伝えると、「わかりました。ありがとうございます」と穏やかに話している。また、「今足が痛いんですけど、仏様やイエスキリストは片足や片腕がないんです。私も足が痛くなって28年。神様から与えられたものなので受け入れます」「足の痛みについては、自分で調子を見ながらできる分やっていきます」と話している。スタッフから運動などは無理をせず自分のペースで行うこと、何か分からないことがあった時にはすぐ相談してほしい事を伝えると、了承。以降同様の訴えはなく、落ち着いてプログラムに参加している。

・小野寺　ノリ様～昨日の外来受診にて、尿失禁が頻回にあるとの事でポラキス（2）3T
3×ndEが追加処方となっている。デイナイトケアでは、エアロビクス中にトイレに行くことがあるが、失禁など問題なく過ごしている。

・袴田　淑子　様～昨日の外来受診にて、時折血圧高値となることから、アムロジピン（5）1Tが2Tへ増薬となっている。デイナイトケアでは不調の訴えなく、穏やかにプログラムに参加している。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり。右手小指の状態は良くなってきているが、右手の痺れを訴えることがあったとのこと。デイナイトケアでは痺れを訴えることなく、静かにプログラムに参加している。
・中居　美津子様～スタッフから、うみねこ幸房での仕事の状況を確認すると、「週5日の仕事だから、疲れます」「男のストーカーもいるけど、女のストーカーもいるんです」と話しており、状況を確認。嫌がらせなど受けていないか確認すると「私が強く言うので、大丈夫です。」と話し、担当医へ相談しているとのこと。何かあったら相談するよう伝えている。その後、他スタッフへ「さっきの話は、下妻さんが女のストーカーがいると話していたんですよ。」と訂正している。本人の発言内容に注意し、トラブルなく生活できるよう関わっていく。
＜外来情報＞

・青木　紀子　様～本人より、妊娠検査薬では陰性であること、昨日生理がきたことを話している。生理がこないのは、妊娠の可能性があることも考えられていたことから、前回からデパケンＲを中止としていたが、問題がなかったため、そのまま中止のままにすることとしている。
・番沢　政勝　様～尿酸値が7.5と高値であるため、食事・間食の摂取量に気を付けるよう医師より説明されている。佐々木泌尿器科に受診している。

＜勉強会＞
・インシデントについて
1インシデントとは

　インシデント（incident：出来事）とは重大な事故に至る可能性がある事態が発生し、尚且つ実際には事故につながらなかった潜在的事例のことをさす。

※インシデント：事件（クライアントには影響が出なかった）

　アクシデント：事故（クライアントに対し予期せぬ悪い結果が起こった事象）

２インシデントの意義

事故発生の構造を示す考え方として「ハインリッヒの法則」がよく例に出されており、1件の重大な事故の裏には29件の軽微な事故（アクシデント）と300件のニアミス（インシデント）があると提唱している。

◎インシデントデントには、

①300件のニアミス事故を早い段階で把握・分析し，適切な安全対策を講じることにより，1件の重大な事故と29件の軽微な事故を未然に防ぐ。

②事故発生以前の気付かれていない危険因子を明らかにしていくことにもなり，事故発生そのものを無くしていこうとする。

という意義がある。

３インシデントの記載方法

基本的に「5W1H」を活用し記入していく。

When－いつから、いつまで

Where－どこで、どこへ

Who－誰が、誰に

Ｗhat－何を、どの点を

Ｗhy－何の為に、なぜ
Ｈow－どのように、どのような方法で

↓
逆に５Ｗ１Ｈにとらわれて書きづらい時は自分の言葉で事実を時系列で記入しても構わない。何が起きたかを客観的に知る、伝える為に書く。
◎インシデントが生じた背景や内容を具体的に記載する。

発生状況＝起こった事（結果）だけを書いても意味が無く、どのようにして起こったのか、発生前の利用者の状況や環境、職員の状況をきちんと書く。

そうすることにより、原因と対策が見えてくる。

